2006年度アメリカ学会年次大会
シンポジウム
「宗教と現代アメリカ社会――保守化の深層」
「不寛容の論理――保守源流の再考」
森本あんり
報告要旨
　「アメリカと宗教」というテーマで論じられることと言えば、ひところはブッシュとネオコンの話ばかりであった。彼らに代表されるアメリカの保守的キリスト教がいかに狭量で危険で困ったものであるかを論ずるには、特に洞察力が必要というわけではない。
　本報告では、少し今日の舞台を離れて17世紀あたりまで歴史を遡り、コトンやウィリアムズらの発言を検証することで、形成期にある社会が政治と宗教の交錯をどのような理論と実践で切り拓いていったのかを探りたい。というのも、近年の初期アメリカ研究においては、正統と異端、寛容と不寛容、保守と革新といった組み合わせが従来想定されてきたホイッグ史観のような順当さではけっして評価できない複雑さをもっている、ということが明らかにされつつあるからである。その中で、現代社会のほとんど疑われざる普遍的前提とされているリベラリズムや、その中核的な信仰箇条である寛容という価値についても、理念と実際におけるより即事的な再評価への方途が開けるかもしれない。
　とはいえ、「源流を辿る」などという企ては、歴史学的にはどうしても曖昧でときに強引なこじつけにも堕しかねない作業である。それゆえ本報告では、現代アメリカの宗教的保守主義が直接こうした思想的系譜の嫡出子である、と論ずるつもりはない。ただ、自由主義と寛容、保守主義と不寛容、という二重の結びつきが、一見誰の目にも明らかなように見えて実はけっして自明ではない、ということは示せるのではないかと思う。寛容の論理には多くの綻びや捻れが内在しており、逆に不寛容の論理にもそれなりに理解可能な筋が通っているということがわかれば、単に不可解な相手を非難したり呆れかえったりする（それも実にもっともなことなのだが）だけでない何ごとかが、われわれにも可能であるということになろう。
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"The Logic of Intolerance--The Roots of Conservatism Revisited"
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